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　慶應義塾ニューヨーク学院による初の試みである『日米バイリンガル・サマープログラム』が、2008年7月

26日～ 8月9日にかけて実施され大成功を収めました。このプログラムは「日米の中学生が共同で映像制作に

取り組みながら、文化・言語交流をする」という主旨で行われ、米国、日本だけでなく、中国、欧州、アフリカなどに住む

日本人や、米国各地に住む米国人など、国際的でユニークな背景を持つ58人の中学生が集まりました。

　映像制作のセッションは、ニューヨーク・マンハッタンにある、青少年向けの映像制作教育で30年以上の経験を持つ

DCTVのインストラクターにより丸7日間行われました。参加者たちは10個のグループに分かれて、ストーリーの作り方

から撮影・編集技術などを学び、マンハッタンにも撮影に出かけ、自らインタビューや演技にも取り組みました。

　参加者・保護者からも非常に反応が良いこともあり、昨年同様、慶應義塾ニューヨーク学院における18年

間のバイリンガル教育の実践と成果をもとに、日米の中高生（13歳から15歳）を対象として、2009年には第

2回バイリンガル・サマープログラムを実施いたします。2週間にわたるプログラムでは、映像制作、音づくりなどを体

験学習します。同時に言語文化にかかわる学習、レクリエーション、フィールドトリップを体験し、英語と日本語で意思

疎通をはかりながら、グループで共同作業をおこいます。日米の若い世代が、デジタルメディアにかかわる共通の課題

（プロジェクト）に取り組み、相互に異文化理解能力やコミュニケーション能力を高めていくことを目標とします。日米

双方で各40名の参加者を公募します。また、このプログラムの実施をとおして、本学院自体の広報、人事、受験生の確

保、近隣地域との連携に関する機能も、今年はさらに充実させています。

　プログラム開始当初は、文化・生活習慣の違いやコミュニケーションの壁にぶつかり、うまく意見

交換できないことに涙する参加者の姿も見られましたが、映像制作の過程で議論を重ね、数々の活動

を通して交流する中で、次第に打ち解けてきました。最終日、それぞれが家路に着くときには、涙を流しながら

抱き合ったり、写真を取り合ったり、連絡先を交換したりと、いつまでも別れを惜しむ姿がとても印象的でした。

また、ニューヨーク学院に入学したいという米国人参加者が3人も出て、急遽学院長と面談の場を持つほどでし

た。この充実した2週間のプログラムを通して、ひとりひとりが「地球市民」として学び、たくましく成長してく

れたように思います。

　さらに、今回の成功要因のひとつは「KANYOS（Keio Academy of New York Online System）」の活用にあります。

「KANYOS」とは参加者・保護者・教職員の情報交換や交流促進を目的としたオンライン・ツールで、プログラム開始

前から関係者のコミュニケーションを促進することに成功いたしました。特に、プログラム開催中は、毎日の様子を写

真と文章で発信しましたが、保護者たちから「まるで自分たちも参加しているようで、画期的だ」と好評を博しました。

このユニークな内容のプログラムは、プログラム開催期間中にも地元紙（Journal News）日系メディア（週刊ニューヨーク生活）でも取り上げられた他、プログラム終了

後、ローカルテレビ局「News 12」でも、米国人参加者のダニエル・スブリグリオ君と日本人参加者の宮坂美帆子さんがインタビューを受けました。

　今回のプログラムの目玉のひとつである、豪華なゲストスピーカーによるレクチャーも、各界の第一線で活

躍する著名人に直接触れられる貴重な機会となりました。DCTVの創始者で著名な映像ジャーナリストでもあ

るジョン・アルパート氏、米国における日本のポップカルチャーブームに詳しいローランド・ケルツ氏、日本を代表する

映画監督・黒澤清氏をはじめ、ポケモンの仕掛け人・久保雅一氏、米国で大人気のアニメ「Naruto」「Bleach」を手がける

布川郁司氏、メディア・アーティストで慶應義塾大学教授の稲蔭正彦氏が、日米の中学生に対し、熱のこもったレクチャー

を展開してくれました。この内３名のレクチャーは、慶應義塾デジタル・メディア・コンテンツ研究機構（ＤＭＣ）、NTT

サイバースペース研究所の協力を得て、最新の映像符号化方式に準拠したフルHDリアルタイムテレビ電話ソフトウェア

を世界で初めて活用して、東京（慶應義塾三田キャンパス）とニューヨーク学院を結ぶテレビ・カンファレンス形式で行わ

れ、最先端の映像伝送技術をも体験できました。安西塾長のご挨拶もこのシステムによりおこなわれました。

　慶應義塾ニューヨーク学院ならではのバイリンガル・バイカルチュラル教育に基づく、数々のアクティビティも実施さ

れました。日米の文化をテーマとする映画の鑑賞、手作り讃岐うどん、米国の夏には欠かせないバーベキューなどの文化

交流活動に加え、デジタルサウンド制作・ダンス・アートなどのワークショップがおこなわれました。ヤンキース野球試

合観戦、ブロードウェーのミュージカル観劇、 アメリカ自然史博物館見学、セントラルパーク散策、NBCスタジオ見学、

国連見学など、ニューヨークを満喫できるフィールド・トリップも盛りだくさんでした。また、ESLとJSL（Japanese as a Second Language）クラスで学んだ語学を、

これらの活動や寮生活で実践的に活用していく中で、参加者たちの語学力も飛躍的に向上しました。
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